
３ 大学入学共通テスト問題評価・分析委員会報告書

大学入試センターでは，試験実施の約２年前に「問題作成方針」を策定し，当該問題作成方針に

基づいて，問題作成や点検が行われる。各年の試験終了後，問題の質を高めるため，問題ごとの正答

率などの詳細な分析を基に，高等学校等教員・教育研究団体による外部評価と問題作成者による自己

点検・評価を実施し，その評価結果を次年度以降の問題作成に活用している。本報告書は，これらの

評価結果を掲載したものである。

令和７年度大学入学共通テストは，新しい学習指導要領に対応した試験となった。ただし，旧

教育課程履修者への経過措置として一部の科目では，旧課程科目も出題した。

本報告書は，各教科・科目（出題科目）ごとに，次の第１～第３及び巻末資料で構成されてい

る。なお，旧教育課程科目は第３及び巻末資料の内容で構成されている。

第１ 高等学校教科担当教員の意見・評価

（大学入学共通テスト問題評価・分析委員会 外部評価分科会による意見・評価）

大学入学共通テスト実施後に，高等学校関係委員による外部評価分科会において，大学入学

共通テストの分析資料等に基づき，以下の観点により総合的に評価し，外部評価分科会委員から

提出されたものである。

⑴ 問題作成方針を踏まえて，知識の理解の質を問う問題や思考力・判断力・表現力等を発揮し

て解くことが求められる問題の出題も含め，バランスのとれた出題となっている（出題のね

らい）

⑵ 高等学校学習指導要領の範囲内から出題されており，特定の分野・領域に極端に偏っていな

い（出題範囲※１）

⑶ 問題で使用される資料等※２が，特定の教科書に偏っていない（題材）

⑷ 高等学校における学習の過程を意識した問題の場面設定※３がなされた問題が含まれており，

その場面設定が，教科・科目の本質に照らし必然性のある形で出題されている（問題の場面

設定）

⑸ 試験問題の構成（設問数，配点，設問形式等）は適切である（問題構成）

⑹ 文章表現・用語は適切である（表現・用語）
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問題を含めて検討する。 

なお，大学入試センター試験で出題されてきた理科の選択問題については，設定しないことと 

する。 

 

（６）外国語 

（英語） 

○ 高等学校学習指導要領では，外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの知識を，実

際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に

付けるようにすることを目標としていることを踏まえて，４技能のうち「読むこと」「聞くこと」

の中でこれらの知識が活用できるかを評価する。したがって，発音，アクセント，語句整序など

を単独で問う問題は作成しないこととする。 

○ 「リーディング」「リスニング」ともに，ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）を参考に，各 CEFR

レベルにふさわしいテクスト作成と設問設定を行うことで，A1 から B1 レベルに相当する問題を

作成する。また,実際のコミュニケーションを想定した明確な目的や場面,状況の設定を重視する。 

○ 「リーディング」については，様々なテクストから概要や要点を把握する力や必要とする情報

を読み取る力等を問うことをねらいとする。表記については，現在国際的に広く使用されている

アメリカ英語に加えて，場面設定によってイギリス英語を使用することもある。 

○ 「リスニング」については，生徒の身近な暮らしや社会での暮らしに関わる内容について，概

要や要点を把握する力や必要とする情報を聞き取る力等を問うことをねらいとする。音声につい

ては，多様な話者による現代の標準的な英語を使用する。 

読み上げ回数については，英語の試行調査の結果や資格・検定試験におけるリスニング試験の

一般的な在り方を踏まえ，問題の数の充実を図ることによりテストの信頼性が更に向上すること

を目的として，1 回読みを含める。十分な読み上げ時間を確保し，重要な情報は形を変えて複数

回言及するなど，自然なコミュニケーションに近い英語の問題を含めて検討する。全ての問題を

1 回読みにする可能性についても今後検証しつつ，当面は１回読みと 2 回読みの両方の問題を含

む構成で実施することとする。 

○ グローバル人材の育成を目指した英語教育改革の方向性の中で高等学校学習指導要領に示す

４技能のバランスの良い育成が求められていることを踏まえ，「リーディング」と「リスニング」

の配点を均等とする。ただし，各大学の入学者選抜において，具体的にどの技能にどの程度の比

重を置くかについては，４技能を総合的に評価するよう努めるという「大学入学共通テスト実施

方針」（平成 29 年７月）を踏まえた各大学の判断となる。 

（英語以外の外国語［ドイツ語，フランス語，中国語，韓国語］） 

○ 英語以外の外国語については，大学入試センター試験の枠組みを受け継いだ『筆記』テストを

課し，「リスニング」テストは実施しない。 

○ 教科としての外国語科の目標である「外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極

的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り，情報や考えなどを的確に理解したり

適切に伝えたりするコミュニケーション能力を養う」に基づき問題作成を行う。 

また，実際のコミュニケーションを想定した明確な目的や場面，状況の設定を重視する。 

○ 問題作成に当たっては，CEFR 等を踏まえた力を問うことをねらいとして作成する。 

   その際，大学教育の基礎力を踏まえ，また，高等学校において英語以外の外国語を初めて履修

する者もいることを考慮し，問題作成を行う。 
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国 語 

 

国     語 

第１ 高等学校教科担当教員の意見・評価 

１ 前     文 

令和７年度｢共通テスト｣は，令和４年度入学生から実施された｢学習指導要領｣を踏まえた初めて

の試験であった。「国語」は437,209名が受験し，平均点は126.67点であった。 

共通テストの問題作成方針では，学習指導要領に準拠しつつ，言語を手掛かりとしながら，文章

の内容を多面的・多角的な視点から解釈したり，目的や場面等に応じて，情報を的確に理解したり，

より効果的な表現に向けて検討，工夫したりする力などを求めることとなっている。また，言葉に

よる記録，要約，説明，論述，話合い等の言語活動を重視することとなっている。 

これらを踏まえ，高等学校｢国語｣教科担当としての立場から，本年度の試験問題を検討した。 

なお，評価に当たっては，21ページに記載の８つの観点により，総合的に検討を行った。 

２ 内 容・範 囲 

第１問 「見る」ことや「まなざし」という言葉をキーワードにしながら，「観光」というものの

本質や捉え方について論じた文章である。観光についての様々な研究者の見解を踏まえて述べ

られている文章であるため，論理を丁寧にたどりながら文章の内容を的確に読み取る力や思考

力を確認する上で適切な素材文であった。 

問１ 漢字・熟語についての基本的な知識・技能を問うている。  

問２ 「戦略」「演出」という語の理解から，観光地住民の「綱渡り」とも言える観光戦略の現

状について，傍線部前後の内容を的確に読み取る力を問うている。 

問３ 「する」ことと「見る」こと，「主」と「客」，「旅人」と「観光客」という対比から，観

光における「見る」ことの価値について，その内容を的確に読み取る力を問うている。 

問４ 「ブーアスティンの嘆き」への批判が観光研究の「お定まり」となる中，「ことはそれほ

ど単純でもない」と筆者が言う理由について，その内容を的確に読み取る力を問うている。 

問５ 本文中に二度用いられている「ともに踊る」という表現について，それぞれの「ともに」

が指している内容を的確に読み取る力を問うている。 

問６ 本文の中心となる「見る／見られる」の関係について，本文全体の文脈を踏まえながら

的確に読み取る力を問うている。 

第２問 「おじさん」と「母」や「祖母」との関係の観察や，「おじさん」との様々なやり取りか

ら，幼いながらも自身の価値観の変容に至る「わたし」の心情を描いた文章である。短い会話

文でのやり取りを中心に，それぞれの人物も「わたし」の視点から巧みに描かれており，心情

の変化の把握を中心とした文学的な文章を読み取る力を確認する上で適切な素材文であった。 

問１ 「探すふり」や「心をこめるように」という表現から，「わたし」が「おじさん」の振る

舞いをどのように捉えているのかについて，的確に読み取る力を問うている。 

問２ 作品の完成度の低さに反して高評価を期待する「おじさん」に対する「わたし」の心情

を，傍線部直後の文脈から的確に読み取る力を問うている。 

問３ 「おじさん」をめぐる発言の端々に見え隠れしている，「おじさん」の生き方に対する「母」

と「祖母」との姿勢の違いを的確に読み取る力を問うている。 

⑺ 問題の難易度は適正である（難易度） 

⑻ 得点のちらばりは適正である（得点のちらばり） 

 

※１ 地理歴史，公民における『地理総合／歴史総合／公共』及び理科における『物理基礎／ 

化学基礎／生物基礎／地学基礎』は，一つの出題科目の中で複数の出題範囲を選択解答する

こととしているが，ここでは，その中での出題範囲を指すものである 

※２ 教科書等で扱われていない初見の資料等を扱う場合，資料そのものに対する知識を問うの

ではなく，資料を活用して高等学校で身に付けた知識や思考力等を問うための題材として扱

うことを前提としている 

※３ 授業において生徒が学習する場面や，社会生活や日常生活の中から課題を発見し解決方法

を構想する場面，資料やデータ等を基に考察する場面など 

 

第２ 教育研究団体の意見・評価 

全国的な教育研究団体に対して，意見・評価の提出を依頼し，回答が寄せられた次の16教育

研究団体について掲載したものである。（各教育研究団体は，評価・分析委員会の構成員ではな

いが，外部評価の一環として各団体のご厚意により回答を頂いているものである） 

日本国語教育学会 日本生物教育学会 

日本地理教育学会 日本生物教育会 

全国地理教育研究会 日本地学教育学会 

全国歴史教育研究協議会 日本理化学協会 

全国公民科・社会科教育研究会 全国英語教育研究団体連合会 

日本数学教育学会 日本独文学会ドイツ語教育部会 

日本物理教育学会 情報処理学会 

日本化学会 日本情報科教育学会 

 

第３ 問題作成部会の見解 

（大学入学共通テスト問題評価・分析委員会 自己点検・分析・評価分科会の見解） 

問題作成部会の各問題作成分科会の分科会長・副分科会長から成る自己点検・分析・評価分

科会委員が，各科目の問題作成について自己点検するとともに，上記の意見・評価について慎重

に検討し，見解を取りまとめたものである。 

 

巻末資料 大学入学共通テスト問題評価・分析委員会外部評価分科会の評価結果 

大学入学共通テスト問題評価・分析委員会外部評価分科会が令和７年度大学入学共通テスト

（本試験）の試験問題について，項目別及び総合的観点から適切であったかを４段階で評価した

ものである。 

 

 

【凡例】 

  この報告書では，主な用語について，次のように略記している。 

 ○ 大学入学共通テスト ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 共通テスト 

 ○ 大学入試センター試験 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ センター試験 

 ○ 高等学校学習指導要領 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 学習指導要領 
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